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評価結果の総合所見 

本課題は、プラズモンセンサを用いた原子レベルの分解能を有する表面増強ラマン顕微鏡を開発

し、材料表面・界面の分子構造などを明らかにするものである。 

目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に十分な成果が得られている。イノベーション創出が大

いに期待できる。 

メインのターゲットであるタイヤの他に、幅広い材料開発に適用範囲を拡大できる目途を得た。今後

は、ビジネスの範囲を拡げるための検討と、さらなる産学連携の強化を大いに期待する。 
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